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当社は、本日、平成 23 年９月 27 日に東京証券取引所マザーズに上場いたしました。今後とも、

なお一層のご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

なお、当社の当期の業績予想は以下のとおりであり、また、最近の決算情報等につきまして別

添のとおりであります。 

 

【単 体】                            （単位：百万円、％） 

 

決算期 

項目 

平成 23 年８月期 

（計画） 

平成 22 年８月期 

（実績） 

平成 23 年８月期 

第３四半期累計期間 

（実績） 

 構成比 前年比  構成比  構成比 

売上高 5,610 100.0 190.0 2,953 100.0 3,385 100.0 

営業利益 926 16.5 615.5 150 5.1 366 10.8 

経常利益 922 16.4 701.9 131 4.4 363 10.7 

当期（四半期）純利益 541 9.6 258.2 209 7.1 198 5.9 

１株当たり 

当期（四半期）純利益 

  115 円 62 銭 13,439 円 39 銭 

 （44 円 80 銭） 

42 円 51 銭 

１株当たり配当金 － － － 

（注）１．当社は子会社がありませんので、連結財務諸表は作成しておりません。 

２．平成 22 年８月期、平成 23 年８月期第３四半期累計期間及び平成 23 年８月期（計画）の１株当

たり当期（四半期）純利益は、期中平均株式数により算出しております。 

３．当社は平成 23 年４月 21 日付で株式１株を 300 株に分割しております。当該株式分割に伴う影

響を加味し、遡及修正を行った場合の１株当たり指標の推移は（ ）内に記載しております。 
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上 場 会 社 名 ＫＬａｂ株式会社 上場取引所 東 

コ ー ド 番 号 3656 ＵＲＬ http://www.klab.jp/ 

代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名) 真田 哲弥 

問合せ先責任者 (役職名) 取締役管理部長 (氏名) 山口 仁美 (TEL)03(5771)1100 

四半期報告書提出予定日 平成－年－月－日 配当支払開始予定日 ― 

四半期決算補足説明資料作成の有無 ：無 

四半期決算説明会開催の有無 ：無 

（百万円未満切捨て） 
１．平成23年 8月期第3四半期の業績（平成22年 9月 1日～平成23年 5月 31日） 
（１）経営成績（累計）                                                      （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年 8月期第3四半期 3,385 ― 366 ― 363 ― 198 ― 
22年 8月期第3四半期 ― ― ― ― ― ― ― ― 

 

 
１ 株 当 た り 
四半期純利益 

潜 在 株 式 調 整 後 
１株当たり四半期純利益  

 円   銭 円   銭 

23年 8月期第3四半期 42.51 ― 
22年 8月期第3四半期 ― ― 

(注)1. 当社は、平成22年 8月期第3四半期においては、四半期財務諸表を作成していないため、平成22年 8月期第3四半期

の記載及び平成23年 8月期第3四半期の対前年同四半期増減率を記載しておりません。 

(注)2. 潜在株式調整後 1 株当たり四半期純利益金額については、新株予約権の残高はありますが、当社株式は平成 23 年第 3

四半期においては非上場であり、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。 

（２）財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 1株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭 

23年 8月期第3四半期 2,020 954 47.2 203.83 
22年 8月期 1,506 753 50.0 48,347.65 

(参考)  自己資本     23年 8月期第3四半期   954百万円          22年 8月期   753百万円 
(注) 平成 23 年 4 月 21 日付にて普通株式 1 株につき 300 株の割合で株式分割しております。そのため、平成 22 年 8 月期の 1

株当たり純資産については、当該株式分割が行われる前の数値で表示しております。  

 
２．配当の状況 

   
年間配当金 

第1四半期 第2四半期 第3四半期 期 末 合 計 

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 
22年 8月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 
23年 8月期 ― 0.00 ―   

23年 8月期(予想)    0.00 0.00 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

 
３．平成23年 8月期の業績予想（平成22年 9月 1日～平成23年 8月 31日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭 

通  期 5,610 190 926 615.5 922 701.9 541 258.2 115  62 

（注）業績予想の当四半期における修正の有無：無  

 



 

 

４．その他  （詳細は、【添付資料】3ページ「2.その他の情報」をご覧ください。） 
 

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：有 

    (注)簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
 

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有 

② ①以外の会計方針の変更 ：無 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る

会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 
 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数(自己株式を含む) 23年8月期3Ｑ 4,680,900 株 22年8月期 15,595株 

②  期末自己株式数 23年8月期3Ｑ ―株 22年8月期 ―株 

③  期中平均株式数(四半期累計) 23年8月期3Ｑ 4,679,362 株 22年8月期3Ｑ ―株 

 
 
※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
1.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手可能な情報及び合理的であると
判断される一定の前提に基づいております。したがいまして、実際の業績等は様々な重要な要素により、大きく
異なる結果となりうる可能性があります。業績予測の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意
事項等については、四半期決算短信【添付資料】3 ページ「1.当四半期の業績等に関する定性的情報(3)業績予想
に関する定性的情報」をご覧ください。 
 
2.平成 23 年 4月 21 日付で株式 1株につき 300 株の株式分割を実施しております。なお、平成 23年 8月期の業績
予想における 1 株当たり当期純利益については、当該株式分割による影響を考慮した期中平均発行済株式により
算定しております。    
 



 

 

（ご参考）株式分割に伴う1株当たり数値の遡及修正 

 当社は、平成23年 4月 21日付で株式1株につき 300株の株式分割を行っております。当該株式分割が前事業

年度の開始の日に行われたと仮定した場合の1株当たり情報は、以下のとおりであります。 

 

（1）1株当たり純資産 

 1株当たり純資産 

 円   銭 

22年8月期 161.16 

 

（2）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数(自己株式を含む) 23年8月期3Ｑ 4,680,900 株 22年8月期 4,678,500 株 

②  期末自己株式数 23年8月期3Ｑ ―株 22年8月期 ―株 

③  期中平均株式数(四半期累計) 23年8月期3Ｑ 4,679,362 株 22年8月期3Ｑ ―株 
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１．当四半期の業績等に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期会計期間（平成23年３月１日～平成23年５月31日）における我が国経済は、平成23年３月11日に発

生した東日本大震災の影響や、その後の電力供給に対する計画停電実施等の影響により、企業業績並びに個人消費

が急速に落ち込みました。このため、昨年来の政府による各種景気浮揚策等によって改善の動きが見られた国内景

気が、再び低迷する可能性が高まりました。 

当社を取り巻く事業環境としましては、主力事業であるソーシャルゲームの国内における市場規模が、2011年度

には1,000億円を超える市場規模に達するものと予想されております（出所：矢野経済研究所「急成長するソーシ

ャルゲームの市場動向と将来性分析」）。 

特に、Mobage（運営：㈱ディー・エヌ・エー（東証１部））、GREE（運営：グリー㈱（東証１部））、mixi(運

営：㈱ミクシィ（東証マザーズ）)の国内手SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）プラットフォームに

加え、Yahoo!Mobage（運営：ヤフー㈱（JASDAQスタンダード）、㈱ディー・エヌ・エー（東証１部））やFacebook

（運営：Facebook,Inc.）がユーザ数を急激に増加させるなど、ソーシャルゲーム市場は、今後もますます活況を

呈してゆくものと想定しております。 

 このような事業環境の中で、当社におきましては、引き続きソーシャルアプリの企画・開発を中心とした「ソー

シャル事業」を事業の核として、大手コンテンツプロバイダーの受託開発を中心とした「SI事業」、ホスティング

サービスとライセンスサービスを合わせた「クラウド＆ライセンス事業」の３つの事業領域を中心に活動してまい

りました。 

 この結果、当第３四半期会計期間の業績は、売上高1,372,902千円、営業利益212,677千円、経常利益211,436千

円、四半期純利益119,785千円となりました。 

  

 セグメント別の業績は、次のとおりであります。  

①ソーシャル事業 

 ソーシャル事業におきましては、当第３四半期会計期間において、新たなソーシャルゲームとして、「真・戦

国バスター」をMobageに、「キャプテン翼～つくろうドリームチーム～」をYahoo!Mobageに投入いたしました。

「真・戦国バスター」はモバイル版において、「キャプテン翼～つくろうドリームチーム～」はPC版において、

当社のソーシャルゲームにおける過去最高の売上高を記録いたしました。これらの新規ゲームに加え、既存ゲー

ムも引き続き好調に推移し、ソーシャル事業全体の収益向上に貢献いたしました。 

 この結果、当第３四半期会計期間の売上高は913,374千円、セグメント利益は399,668千円となりました。 

  

②SI事業 

 SI事業におきましては、５月度に当社の受託案件として初めてAndroid版のサービスをリリースした他、第２

四半期会計期間において受注獲得した新規顧客の追加開発案件を手がける等、スマートフォンに関連する案件を

中心に事業を展開してまいりました。 

 この結果、当第３四半期会計期間の売上高は260,329千円、セグメント利益は135,754千円となりました。 

  

③クラウド＆ライセンス事業 

 クラウド＆ライセンス事業におきましては、ライセンスサービスについては、東日本大震災発生直後において

十分な営業活動が展開できなかったことによって、新規顧客の獲得ができず、売上が伸び悩みました。また、ホ

スティングサービスについては、ソーシャルアプリプロバイダー向けのホスティングサービスである「DSAS 

Hosting For Social」において、顧客が提供するソーシャルゲームの既存タイトル及び新規タイトルの売上が落

ち込み、ホスティングサービス全体としても減収となりました。 

 この結果、当第３四半期会計期間の売上高は198,927千円、セグメント利益は88,118千円となりました。 

  

④その他 

 その他の事業として、モバイル広告の販売代理等を実施しております。 

 この結果、当第３四半期会計期間の売上高は271千円、セグメント損失は1,030千円となりました。 

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期会計期間末における資産合計は2,020,586千円となり、前事業年度末に比べ、513,687千円の増加と

なりました。 

 流動資産合計は1,678,419千円となり、前事業年度末に比べ、510,687千円の増加となりました。これは主に、現

金及び預金、受取手形及び売掛金の増加の結果によるものであります。 
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 固定資産合計は342,166千円となり、前事業年度末に比べ、3,136千円の増加となりました。これは主に、無形固

定資産の増加、有形固定資産、敷金及び保証金の減少の結果によるものであります。 

 当第３四半期会計期間末における負債合計は1,066,486千円となり、前事業年度末に比べ、313,568千円の増加と

なりました。 

 流動負債合計は921,633千円となり、前事業年度末に比べ、218,984千円の増加となりました。これは主に、未払

法人税等、1年内返済予定の長期借入金の増加によるものであります。 

 固定負債合計は144,852千円となり、前事業年度末に比べ、94,584千円の増加となりました。これは主に、長期

借入金の増加によるものであります。  

 当第３四半期会計期間末における純資産合計は954,100千円となり、前事業年度末に比べ、200,118千円の増加と

なりました。これは主に、四半期純利益の計上による利益剰余金の増加によるものであります。  

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

当社を取り巻く事業環境としましては、主力事業であるソーシャルゲームの国内における市場規模が、2011年

度には1,000億円を超える市場規模に達するものと予想されております（出所：矢野経済研究所「急成長するソー

シャルゲームの市場動向と将来性分析」）。 

 特に、Mobage（運営：㈱ディー・エヌ・エー（東証１部））、GREE（運営：グリー㈱（東証１部））、mixi(運

営：㈱ミクシィ（東証マザーズ）)の国内手SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）プラットフォームに

加え、Yahoo!Mobage（運営：ヤフー㈱（JASDAQスタンダード）、㈱ディー・エヌ・エー（東証１部））やFacebook

（運営：Facebook,Inc.）がユーザ数を急激に増加させるなど、ソーシャルゲーム市場は、今後もますます活況を

呈してゆくものと想定しております。 

 このような事業環境の中で、当事業年度におきましては、引き続きソーシャルアプリの企画・開発を中心とした

「ソーシャル事業」を事業の核として、大手コンテンツプロバイダーの受託開発を中心とした「SI事業」、ホステ

ィングサービスとライセンスサービスを合わせた「クラウド＆ライセンス事業」の３つの事業領域を中心に活動し

てまいります。 

 この結果、平成23年8月期の業績予想としては、売上高5,610百万円を予想しております。 

 また、費用面においては、ソーシャル事業の拡大に合わせた各種手数料や人件費の増加を見込んでおります。そ

の結果、営業利益は926百万円を、経常利益922百万円を、当期純利益541百万千円を予想しております。 

 なお、業績予想につきましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づい

ており、実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。  

  

２．その他の情報 

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

（簡便な会計処理） 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第３四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるた

め、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。   

② 固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によって

おります。 

③ 経過勘定項目の算定方法 

 一部の経過勘定項目につきまして、合理的な算定方法による概算額で計上しております。 

④ 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法  

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況

に著しい変化がないと認められるので、前事業年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニング

を利用する方法によっております。 

（特有の会計処理） 

 税金費用の計算 

 税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。  

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 資産除去債務に関する会計処理会計基準の適用  
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 第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適

用しております。 

 これにより、営業利益、経常利益がそれぞれ1,775千円減少し、税引前四半期純利益は11,733千円減少してお

ります。  

  

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要  

 該当事項はありません。  
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３．四半期財務諸表 

（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

        当第３四半期会計期間末 

(平成23年５月31日) 

前事業年度末に係る 

要約貸借対照表 

(平成22年８月31日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 636,629 424,889 
    受取手形及び売掛金 859,491 591,221 
    仕掛品 66,203 4,687 
    その他 148,954 171,477 
    貸倒引当金 △32,858 △24,406 

    流動資産合計 1,678,419 1,167,869 

  固定資産     

    有形固定資産 71,811 95,381 
    無形固定資産 55,025 8,546 
    投資その他の資産     

      敷金及び保証金 186,841 206,964 
      その他 28,728 28,136 
      貸倒引当金 △240 － 

      投資その他の資産合計 215,329 235,101 

    固定資産合計 342,166 339,029 

  資産合計 2,020,586 1,506,899 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 112,812 135,938 
    短期借入金 200,000 200,000 
    1年内返済予定の長期借入金 66,400 － 
    1年内償還予定の社債 35,000 66,000 
    未払法人税等 158,977 4,968 
    賞与引当金 31,467 53,877 
    その他 316,975 241,864 

    流動負債合計 921,633 702,649 

  固定負債     

    社債 － 35,000 
    長期借入金 133,600 － 
    その他 11,252 15,268 

    固定負債合計 144,852 50,268 

  負債合計 1,066,486 752,917 
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（単位：千円）

      当第３四半期会計期間末 

(平成23年５月31日) 

前事業年度末に係る 

要約貸借対照表 

(平成22年８月31日) 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 583,850 583,250 
    資本剰余金 280,815 280,215 
    利益剰余金 89,435 △109,483 

    株主資本合計 954,100 753,981 

  純資産合計 954,100 753,981 

負債純資産合計 2,020,586 1,506,899 
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（２）四半期損益計算書 

（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

    
当第３四半期累計期間 

(自 平成22年９月１日 

 至 平成23年５月31日) 

売上高 3,385,250 

売上原価 2,076,530 

売上総利益 1,308,719 

販売費及び一般管理費 941,787 

営業利益 366,931 

営業外収益   

  受取利息 45 

  営業外収益合計 45 

営業外費用   

  支払利息 2,674 
  社債利息 543 
  その他 427 

  営業外費用合計 3,645 

経常利益 363,330 

特別損失   

  固定資産除却損 3 
  資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 9,958 

  特別損失合計 9,961 

税引前四半期純利益 353,368 

法人税等 154,450 

四半期純利益 198,918 
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（第３四半期会計期間） 

（単位：千円）

    
当第３四半期会計期間 

(自 平成23年３月１日 

 至 平成23年５月31日) 

売上高 1,372,902 

売上原価 750,393 

売上総利益 622,509 

販売費及び一般管理費 409,832 

営業利益 212,677 

営業外費用   

  支払利息 958 
  社債利息 156 
  その他 125 

  営業外費用合計 1,240 

経常利益 211,436 

特別損失   

  固定資産除却損 3 

  特別損失合計 3 

税引前四半期純利益 211,433 

法人税等 91,647 

四半期純利益 119,785 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

    
当第３四半期累計期間 

(自 平成22年９月１日 

 至 平成23年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

  税引前四半期純利益 353,368 
  減価償却費 34,061 
  固定資産除却損 3 
  資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 9,958 
  貸倒引当金の増減額（△は減少） 8,691 
  賞与引当金の増減額（△は減少） △22,409 
  受取利息及び受取配当金 △45 
  支払利息 2,674 
  社債利息 543 
  売上債権の増減額（△は増加） △268,269 
  たな卸資産の増減額（△は増加） △61,597 
  仕入債務の増減額（△は減少） △23,125 
  その他 81,268 

  小計 115,124 

  利息及び配当金の受取額 45 
  利息の支払額 △3,586 
  法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △136 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 111,445 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

  有形固定資産の取得による支出 △2,467 
  無形固定資産の取得による支出 △34,471 
  敷金及び保証金の回収による収入 8,388 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △28,549 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

  短期借入れによる収入 300,000 
  短期借入金の返済による支出 △300,000 
  長期借入れによる収入 200,000 
  社債の償還による支出 △66,000 
  新株予約権の行使による株式の発行による収入 1,200 
  その他 △6,355 

  財務活動によるキャッシュ・フロー 128,844 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 211,740 

現金及び現金同等物の期首残高 424,889 

現金及び現金同等物の四半期末残高 636,629 
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（４）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。  

  

  

（５）セグメント情報 

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

 当社は、ソーシャルアプリと自社コンテンツを提供するソーシャル事業、PC・モバイルのWebサイト開

発、Webサイトの統合、Webサイトの移管を行うSI事業、大規模・高負荷対応インフラ「DSAS（ディーサ

ス）」（以下、「DSAS」という。）サービスの提供と当社で受託したシステム・コンテンツサイト・共同

コンテンツサイトの運営を行うホスティング事業と当社が培った技術やノウハウを製品化し、ソフトウエ

アパッケージやアプリケーションサービスとして提供するライセンス事業から構成されるクラウド＆ライ

センス事業を主たる事業としております。 

 したがって、当社は、提供する製品・サービスを基礎とした事業別のセグメントから構成されており、

「ソーシャル事業」「SI事業」「クラウド＆ライセンス事業」の３つの報告セグメントに分類しておりま

す。 

各セグメントに属するサービスの種類は、以下のとおりであります。  

報告セグメント 事業の内容 

ソーシャル事業 ソーシャルゲーム、ソーシャルアプリ、その他自社コンテンツの提供 

SI事業 
PC・モバイルのWebサイト開発、統合、移管などを大手コンテンツプロバイ

ダーなどに向けて提供 

クラウド＆ライセンス事業 
クラウドサービス、ソフトウエアパッケージ、アプリケーションサービス

の製品販売 

   

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期累計期間（自 平成22年９月１日 至 平成23年５月31日） 

  （単位：千円）  

  
報告セグメント 

その他 
（注）１  

四半期損益計
算書計上額
（注）２ 

ソーシャル事
業 

SI事業 
クラウド＆ラ
イセンス事業 

計 

売上高       

外部顧客への売上高 1,843,404 890,472 647,495 3,381,372 3,877 3,385,250 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － － － － 

計 1,843,404 890,472 647,495 3,381,372 3,877 3,385,250 

セグメント利益又は損失（△） 601,454 404,338 301,188 1,306,982 1,736 1,308,719 

 （注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、広告販売代理収入等を含んでおり

ます。 

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しているため、差異調整は行っておりません。  

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

 第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３

月21日）を適用しております。  

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。  

  


